
 

 

 

 

 

第 41 回全国中学生人権作文コンテスト横浜市大会 

最優秀賞・優秀賞を決定しました！ 
 

全国中学生人権作文コンテストは、次代を担う中学生が、人権問題に関する作文を書くことを 
通じて人権尊重の重要性や必要性について理解を深め、豊かな人権感覚を身につけることを目的 
に法務省が開催しているもので、今年度で 41回目になります。 
このたび、同コンテストの横浜市大会の最優秀賞・優秀賞を決定しましたので表彰式を行います。 

 
■最優秀賞受賞者（12 名、賞順、氏名五十音順） 

賞 名 氏   名 学校名 学年 題     名 

横浜市長賞 増田
ま す だ

 春之
は る の

介
すけ

 横浜市立新羽中学校 2 ぼくはスカートを履いている 

横浜市教育長賞 
菅野
か ん の

 夏
か

帆
ほ

 横浜市立新羽中学校 3 悲しい歴史を終わらせる 

匿名 横浜市立旭北中学校 3 気づきたい「笑顔」 

横浜人権擁護委員 

協議会長賞 

佐瀬
さ せ

 凜
りん

 横浜市立西金沢義務教育学校 8 ありのままの自分を認める 

友田
と も だ

 未来
み く

 横浜市立瀬谷中学校 3 認知症は恥ずかしくなんかない 

横浜市 

人権擁護委員会長賞 

宇田
う だ

 章
しょう

悟
ご

 横浜市立末吉中学校 3 「障がいにも個性」 

金子
か ね こ

 彩奈
あ や な

 横浜市立あかね台中学校 1 互いの違いを理解して 

横浜 DeNA ベイスターズ賞 塩田
し お だ

 千
ち

陽
はる

 横浜市立もえぎ野中学校 3 支え合い 

横浜Ｆ・マリノス賞 安岡
やすおか

 優
ゆ

愛
あ

 横浜市立川和中学校 3 社会の一員 

横浜 FC・ﾆｯﾊﾟﾂ横浜 FC 

ｼｰｶﾞﾙｽﾞ賞 
齊藤
さいとう

 輝
き

恵
え

 横浜市立あざみ野中学校 3 一人の勇気で 

横浜ビー・コルセアーズ賞 屋比
や び

久
く

 由
ゆ

梨
り

香
か

 横浜市立六浦中学校 3 ジェンダー『平等』より『レス』へ 

横浜キヤノンイーグルス賞 工藤
く ど う

 栞
かん

南
な

 横浜市立南高等学校附属中学校 1 世界を幸せにする第一投 

 
■優秀賞受賞者（13 名、氏名五十音順） 
賞 名 氏   名 学校名 学年 題     名 

優秀賞 安藤
あんどう

 リアナ
りあな

 横浜市立市場中学校 3 名前は宝物 

優秀賞 上村
うえむら

 彩乃
あ や の

 横浜市立新井中学校 3 本当の「親切」を目指して 

優秀賞 梅津
う め つ

 渓人
け い と

 横浜市立六ツ川中学校 3 誰一人取り残されない未来へ 

優秀賞 大川
おおかわ

 康
こう

太
た

 横浜市立万騎が原中学校 1 記憶に生きる存在 

優秀賞 大塚
おおつか

 風花
ふ う か

 横浜市立東永谷中学校 3 差別や偏見 

優秀賞 加藤
か と う

 さくら 横浜市立名瀬中学校 3 自分らしく生きること 

優秀賞 河村
かわむら

 埜
の

愛
あ

 横浜市立中和田中学校 3 命の理由 

優秀賞 岸
きし

 珠来
た ま き

 横浜市立老松中学校 2 私の母は障がい者 

優秀賞 栗屋
く り や

 薫
かおる

 横浜市立日吉台中学校 2 理解するということ 

優秀賞 近藤
こんどう

 菜
な

月
つき

 横浜市立緑園義務教育学校 9 私は私らしく 

優秀賞 佐々木
さ さ き

 倫子
り ん こ

 横浜市立青葉台中学校 1 「体験」と「記憶」、つなぐのは私たち 

優秀賞 澤井
さ わ い

 優
ゆう

希
き

 横浜市立共進中学校 3 「温かい数分間」 

優秀賞 関
せき

 美
み

月
づき

 横浜市立南高等学校附属中学校 1 暗闇に潜む心の声を 

 
 

 

令 和 ４ 年 1 0 月 2 8 日 
市 民 局 人 権 課 
教育委員会事務局人権教育・児童生徒課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

 

裏面あり 



 

 

 

★受賞作文が全文掲載された作文集は 12 月１日（木）以降、下記ホームページでご覧いただけます。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kyodo-manabi/jinken/sesakusuishin/sakubun-yokohama.html 

 

■主  催  横浜市人権啓発活動ネットワーク協議会（横浜市・横浜人権擁護委員協議会・ 

横浜市人権擁護委員会・横浜地方法務局）、横浜市教育委員会 

 

■応募総数  53,434編（参加校数 131 校） 
        

■審査経過 

（１）校内審査（各校での選考）                   620 編を選考 

（２）第一次審査（市立中学校教育研究会国語科部会教員による選考）  56 編を選考 

（３）第二次審査（教育委員会事務局指導主事による選考）       50 編を選考 

（４）最終審査（各賞を決定） 

＜最終審査員＞（敬称略） 

横浜市人権擁護委員会会長          小林 千惠子  

 横浜市人権擁護委員会第一ブロック委員    長島 由佳 

    横浜市人権擁護委員会第二ブロック委員    髙橋 潤 

    横浜市人権擁護委員会第三ブロック委員    浅井 ゆき子 

 児童文学作家                吉富 多美 

    横浜市ＰＴＡ連絡協議会会長         竹原 浩太郎 

    横浜市立中学校人権教育推進協議会会長    佐藤 典之 

 横浜市人権教育研究会会長          犬塚 真 

 教育委員会事務局人権健康教育部長      近藤 浩人 

    市民局人権担当理事              森  智明 

  
■表彰式 

（１）日 時：令和４年 11月 23 日（水・祝） 13：30～16：00（開場 12：30） 

（２）会 場：横浜市役所アトリウム （横浜市中区本町６丁目 50 番地の 10） 

（３） プログラム： 

【第１部】全国中学生人権作文コンテスト横浜市大会表彰式  13：30～14：20  

※最優秀作品のうち３編を受賞者が朗読します。 

【第２部】人権啓発講演会                 14：35～15：20 

         講演終了後、記念写真撮影を行います。      15：20～16：00 
 
 ※開催にあたり、参加者への検温、手指の消毒、マスク着用及び適切な距離の確保など新型コロナ 

ウイルス感染症対策を十分に行います。 
※取材を希望される場合は、直接会場にお越しください。 

 
■神奈川県大会・中央大会への推薦について 

横浜市大会で最優秀賞を受賞した作品については、同コンテスト神奈川県大会（主催：横浜地方法務

局・神奈川県人権擁護委員連合会）の優秀賞候補として推薦します。また、神奈川県大会で最優秀賞を

受賞した作品は、同コンテスト中央大会（主催：法務省・全国人権擁護委員連合会）に推薦されます。 
 

 

 

お問合せ先 

市 民 局 人 権 課 啓 発 等 担 当 課 長    佐々木 恵美    Tel 045-671-3561 

教育委員会事務局人権教育・児童生徒課長   宮生 和郎      Tel 045-671-3706 


